
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
発行：令和３年８月２３日 

文責：研究部 

第１号「目標と評価規準①」 

「つまみぐい」パワー 

研究部通信 
単元の目標と評価規準のルール～国語科～ 

多くの先生方が学習指導案の作成

を経験されていると思います。作成する

上での難しさとして、特に３観点の目標

及び評価規準の文章表現が挙げられ

るようです。実際に、自治体や参考書の

執筆者によって、細かなルールは異なっ

ています。今後研究部として、様々な文

献や熊本県が示している義務制(特別

支援学校版がアップされていないた

め)における「学習指導案作成のポイン

ト」等を基に、本校の大まかなルールを

示したいと思います。 

今回は国語科を取り上げ、右の表に

示します。尚、他の教科については、整

理でき次第、今後の研究部通信で発信

し、最終的には全教科を一覧で示す予

定です。（テンポの良さを目指します。） 

教育動向コーナー ～教師として知っておこう～ 

テーマ：「SDGｓ」 

「SDGｓ（エスディージーズ）は「持続可能な開発目標」と訳されます。２０１５年９

月に国連サミットで採択された、世界のあらゆる人々が協働して解決に取り組むべ

き１７の目標から構成されます。留意すべきは、その取組に関与することを、児童生

徒にも求めているということです。 

目標１～６…主として発展途上国にとっての社会的な目標 

目標７～１２…先進国にも関係する目標 

目標１３～１５…自然環境に関する目標 

目標１６、１７…すべてに共通して関わりのある目標 

SDGｓの特徴は先進国と発展途上国が一丸となって達成すべき目標であるとい

う点であり、その達成期限は２０３０年とされています。 

SDGs の授業に取り組むにあたって、まず考えるべきことは、どの教科・領域で実

施するか、ということです。例えば、「国語」の説明文教材で扱ったり、「図画工作」や

「美術」において、SDGｓを意識した創作活動を展開することもできます。 

また、児童生徒の社会参加活動を促進するにあたり、地域の協力は欠かせませ

ん。児童生徒と地域住民が協働的に社会参加活動、例えば環境保護活動や人権

啓発活動、街づくり活動を展開することで、ＳＤＧｓの目指す「誰一人として取り残さ

ない社会の実現」の達成が期待されます。 

先生方ならば、どんな教育活動の中に SDGｓの視点を取り入れますか？ 

文献の一部抜粋

から多くを学ぶ

コーナーだよ！ 

 

研究は大胆にシンプルに行う 

研究授業を控えると、その単元や教材に対する教材研

究には力が入る。結果として、「このことは学ばせたい」

「あのことに気づかせたい」という思いが強まる。この

思いが強くなればなるほど、授業失敗の原因となる。わ

ずか一時間の授業に、あれもこれもと詰め込み過ぎてし

まうのだ。そうなると、結局何がやりたかったのかが見

えにくくなったり、子どもは何を学んだのか分からなく

なったりする。 

提案授業なのだから、今までにない提案をすることは

必要だ。そこに授業者としてのチャレンジがある。チャ

レンジして上手くいかなくても、それは失敗とは言わな

い。大切なことは、その授業に明確な提案があること。

提案が明確であれば、結果がその通りにならなくても仕

方がない。 

 

「教育科学 国語教育 ２０２０年１０月号より」一部抜粋 

 

いかがでしょう。本校でも今後、研究授業の授業者という

大役が控えている先生方が多くいらっしゃいます。もちろん、

心構えが必要なのは、授業者だけではありません。研究授業

から多くの学びを生み出す役割を担っているのは、授業研究

会に参加する先生方です。 

「当たって砕けろ」ではありませんが、揉んで、叩いて、様々

な視点から覗いて、加工して…をグループの仲間とともに繰

り返す度に、キラキラとした「学び」があふれ出る提案授業に

なれば、最高ですね。 

今回の記事の参考・引用文献 

・「熊本県学習構想案作成のポイント」（熊本県教委 HP） 

・「知的障害特別支援学校における「深い学び」の実現」 

                      （監修 横倉 久 東洋間出版） 

・「最新教育動向２０２１」 （明治図書） 

・「教育科学 国語教育 ２０２０年１０月号」（明治図書） 


